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の
泉
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い
て
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目
・
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文
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博
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租
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に
於
け
る
家
計
・
・
・
・
・
・
・
法
串
博
士

近
世
貿
易
の
趨
勢
・
・
・
・
・
・
・
・
文
串
博
士

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
山
支
那
貿
易
・
-
文
串
博
士

普
遍
化
了
解
科
皐
-
-
-
-
，
•. 

文
串
博
士

文
化
現
象
の
操
集
作
用
・
・
・
・
-
-
-
法
皐
士

揖

眠

官

制

柚

岡
山
藩
の
自
営
描
廠
・
・
・
・
・
・
・
・
・
締
掛
町
中
上

雄

帽

錦

部

明
治
維
新
の
成
否
詣
は
峨
一
観
察
・
帽
章
博
士

産
業
界
捜
動
の
謀
、
制
・
・
・
・
・
-
髄
簡
単
士

海
上
保
険
山
綾
瀬
地
に
闘
す
る
一
異
説
・
・
翻
荷
車
士

戦
前
戦
後
の
欧
洲
財
政
・
・
・
・
回
目
-
紐
章
博
士

一
脚
戸

三

浦

矢

野
米
国
庄
太
郎

恒
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恭

議

高
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戦
後
職
前
の
欧
洲
財
政

汐

見

白日

一
口
聖
書
ω
出
品
が
峨
敗
凶
鍋
遜

ω陥
償
金
支
抑
制
内
決
定

一
を
財
政
統
計
り
客
州
制
的
数
字
に
依
頼
し
た
一
帯
も
一
一
服
同

一
で
あ
っ
た
ら
フ
。
夏
仁
戦
勝
同
相
互
間
仁
於
て
賊
俄
側

一
朗
宇
解
決
す
る
に
際
!
銘
々
勝
手
な
財
政
統
計
を
作
製

一
し
北
(
盛
考
材
料
に
供
し
た
事
も
一
原
闘
で
あ
ら
う
。
そ

一
の
原
闘
は
兎
に
品
川
正
し
て
、
則
政
統
計

ω
研
究
は
耽
界

一
大
戦
の
終
結
ピ
共
に
往
々
英
関
際
的
意
義
を
加
へ
た
の

で
あ
る
。

一
財
政
事
者
一
統
計
卒
者
の
聞
に
於
て
も
、
こ
の
質
融
界

一
の
密
出
品
仁
刺
戟
せ
ら
れ
て
、
財
政
統
計
に
闘
し
幾
多

ω

一
文
献
が
品
開
演
せ
ら
れ
て
ゐ
る

0
4司

E
自
民
国

ozー
の
如

一
き
、

N
t
H
1
1
の
如
き
、
出
品
回
日
当
の
如
一
品
川
、
‘
何
れ
も
共
代

一
表
者
で
ゐ
る
。
此
等
り
財
政
統
計
は
何
れ
も
諸
国

ω
財

一
政
紋
般
の
一
比
峡
特
に
負
抱
蹴
践
の
比
岐
に
没
頭
し
て
ゐ

る
。
然
し
各
闘
り
財
政
な
る
色
の
は
ん

τ政
治
の
秘
縫

に
闘
し
内
闘
人
吉
雄
も
そ
の
真
相
の
捕
捉
に
困
難
ιr
戚

第
二
十
五
倍

一O
b
じ

第
五
掛

= 
五
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一一一色

職
前
職
後
白
畝
洲
財
政

や
る
次
第
で
ゐ
る
、
而
も
外
部
に
稜
表
せ
ら
れ

τ
ゐ
る

財
政
統
計
数
字
な
る
も

ω
は
、
そ
り
形
式
が
各
岡
共
に

千
差
高
別
で
ゐ
っ
て
従
っ
て
之
を
統
一
的
に
表
示
す
る

eT
得
な
レ
の
で
あ
る
。
故
に
各
闘
の
財
政
統
計
士
材
料

Z
し
て
そ
の
負
指
紋
践
を
比
較
す
る
ご
云
ふ
事
は
、
不

可
能
か
又
は
政
策
的
の
慮
俄
の
数
字
を
敢

τ作
製
す
る

か
の
何
れ
か
の
結
旧
端
正
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
真
面

目
な
皐
者
は
財
政
統
計
に
劃
し
て
は
何
れ
も
否
定
の
結

論
に
達
し
て
ゐ
る
の
℃
あ
る
。
現
代
の
最
も
要
求
し
て

ゐ
る
財
政
統
計
数
字
、
而
し
て
此
等
の
数
字
が
準
界
に

於

τは
寧
ろ
消
極
的
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
吉
一
耳
ふ
事

は
、
遺
憾
な
現
象
で
ゐ
る
。

最
近
自
己
大
島
一
a

の
巴
円
・
。
。
岳
民
品
の
0
]
自
が
回
ロ

ロ
2
2
〈
2
2
0
F
N
E
E
R司
E
Z
oコ
巴
再
認
-
止
の
F
g
ι
g

吋
古

E
目
E
Z
ω
同

F
4
な
る
論
文
を
畿
去
し
、
財
政
統
計
を

理
論
的
に
扱
ふ
に
止
ま
ら
守
、
賞
際
数
字
を
積
極
的
に

算
定
し
て
戦
前
戦
後
の
各
岡
財
政
統
計

ω比
較
を
試
み

た
の
で
あ
る
。
筆
者
が
断
っ
て
ゐ
る
所
に
よ
れ
ば
一
の

明
日
作
仁
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
或
は
司
』
れ
が
先
騎
ビ

な
っ
て
婚
家
に
は
図
際
財
政
統
計
に
闘
す
る
研
究
が
批

雑

品

第
二
十
荒
巻

一O
七
八

第
五
税

プ4

以

下

評
的
よ
り
建
設
的
に
盤
守
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
o

n
o
E
の
研
究
の
大
要
を
紹
介
す
る
。

=
 

比
較
財
政
統
計
を
扱
ふ
に
常
h
、
そ
の
部
門
の
如
何

を
問
は
?
、
先
づ
歳
計
の
分
析
か
ら
始
的
ね
ば
な
ら

ぬ
。
然
る
仁
、
こ
の
歳
計
な
る
も
の
が
頗
る
難
物
で
ゐ

っ
て
、
或
は
特
別
品
目
計

ω存
在
の
錫
め
、
二
重
計
算
の

結
果
の
潟
め
、
叉
は
歳
計
科
目

ω精
粗
が
固
に
よ
・
0
異

れ
る
銭
的
、
比
較
性
に
乏

L
い
も
の
ご
な
っ
て
ゐ
る
。

般
に
此
等
の
難
闘
を
突
破
し
得
る

t
L
τ
も
、
歳
計
に

は
琢
算
案
成
立
橡
算
ゐ
・
9
、
本
源
算
遁
加
橡
算
あ
ら
、

珠
算
現
計
決
算
ゐ

h
E
云
ふ
事
情
を
も
考
ム
ペ
〈
、
真

に
歳
計
を
一
万
す
数
字
の
貨
融
市
崎
値
が
闘
に
よ
り
時
代
に

よ
り
艶
勤
し
て
止
ま
な
い
も
の
で
め
る
か
ら
、
盆
々
研

究
に
困
難
を
加
へ
る
の
で
あ
る
。

n
o
E
は
、
此
等

ω
諸
新
世
考
慮
し
た
る
後
、
欧
洲

の
重
要
請
岡
た
る
英
閥
、
仰
蘭
西
.
白
耳
義
、
伊
太
利

に
つ
き
、
手
、
の
歳
計
を
戦
前
戦
後
に
わ
た
ち
比
較
し
た

の
で
あ
る
。
戟
前
ご
一
五
ふ
の
は
、

英
図
-
・
:
・
:
一
丸
一
二
一
三
年
の
歳
計

悌
刷
闘
-
・
:
:
:
一
丸
一
四
年
由
競
計
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白
ヰ
議
・
:
:
・
一
九
一
=
一
年
の
歳
計

伊
大
刺

EE--::
↑
九
一
三
一
何
年
の
蹴
計

戦
後
と
一
五
ふ
の
は
、

英

園

-

・

:

一

九

三

五

l
二
六
年
内
歳
計

第

表

戸._~，_.._.
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中頃
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晶

職
前
職
後
の
欧
洲
財
政

悌
揃
四 職

主主主芸品三歪五五三歪石主..， 

怖
附
咽
西
及
刊
日
自
ヰ
義
:
;
一
九
二
宜
年
白
旗
計

一

世

太

刊

:

:

:

一

九

二

五

l
二
大
年
の
歳
計

一
で
ゐ
る
。
か
(
て
の
。
一
日
は
第
一
表
に
於

τ戦
前
戦
後

一
の
欧
洲
則
政
を
算
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

自lij
「一
白
;耳
義

ロ

F 
大
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護

職
前
職
後
山
政
洲
財
政

~

日

其

仙

λ

文

化

費

九

宗

教

費

一G

批

舎

費

コ
担
地
問
施
設
究

イ

農

業

日

出

工

業

円

」

元

祖

業

-

、

商

船

二
、
私
設
蛸
誼

=
一
、
私
段
航
空

凹
、
港
踊
聞
、
辺
町
、
誼
路

五

、

共

他

吋

共

他

三

間

家

企

業

三
職
事
に
基
〈
組
曲
到

イ
恩
給
、
年
金
、
扶
助
料

作

復

興

事

業

ρ

占

領

地

斗
平
和
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1
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ド
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川

其

曲

目

軸

争

債

務

一

一

一

計

i

l

l

J

£
川
一
一
一
一
三
一

第
一
表
を
標
準
ご
し
て
此
等
諸
国

ω歳
計
の
内
容
を

見
る
に
、
戦
前
戦
後
の
雨
時
期
の
聞
に
可
な
b
重
要
な

る
擾
動
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。

一一一

第
一
表
に
は
元
首
及
び
議
長
に
閲
す
る
経
費
.
法
務

費
、
内
務
費
.
外
務
費
、
植
民
地
費
・
閤
防
殺
を
始
的

合
計
十
三
の
費
目
に
つ
き
有
盆
な
る
材
料
が
提
供
せ
ら

れ
て
ゐ
る
が
、
誌
に
は
そ
の
重
要
な
る
も
の
の
み
を
扱

ム
事
ご
す
ゐ
。
注
目
す
イ
き
第
一
の
も
の
ご
し

τ財
務

費
を
事
げ
る
事
が

m来
る
o

財
務
費
は
兎
に
分
れ
て
税

英園

雑
鋒

職
前
職
後
の
畝
訓
財
政

塁|三

塁!語

~
務
行
政
費
吉
日
公
債
費
正
の
一
一

εな
る
の
で
ゐ
る
。

一
税
務
行
政

ω最
も
後
遺
し
て
ゐ
る
の
は
英
国
で
ゐ

一
る
。
徴
税
農
が
最
も
少
君
事
特
に
底
使
枕
に
於
て
此
傾

一
向
が
著
し
き
事
は
、
英
国
一
の
諮
芭
す
る
所
で
あ
る
。
一
』

一
れ
一
は
税
務
行
政
に
名
春
職
的
組
織
が
行
は
れ

τゐ
晶

一
の
に
も
よ
る
が
、
叉
英
闘
が
少
数
の
租
税
よ

h
多
額
の

一
枚
入
を
得
て
ゐ
る
潟
め
で
も
あ
る
。
伊
太
利
は
特
殊
の

税
務
行
政
を
採
る
が
放
に
之
を
除
き
、
専
ら
英
国
、
仰

附
画
、
白
耳
義
の
三
闘
に
つ
き
比
較
を
試
み
、
第
二
表

h
T
得
た
の
で
あ
っ
た
。

入
f長

若ロ
= 

-
七
回

第
二
十
五
巻

第
五
棋

九
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雑
録

職
前
職
後
四
臥
洲
財
政

出

車車
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j拍同議 耳 同
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前

一

職

三、需品一

一一口、目見一

五回、ニ一式

宮古川、晶一省

一
回
一
三
三

一包、九九七一

目一、一亘-一一

三、-一-一九一

車事

後

次
に
財
務
費
的
責
裂
な
る
項
目
を
な
す
目
白
偵
捜
を
研

究
す
る
。
戦
前
ピ
戦
後
ご
に
つ
い
て
公
償
費
を
比
較
す

る
正
、
大
な
る
差
異
を
後
見
す
る
の
で
あ
る
。
一
九
二

五
年
の
内
国
債
現
在
高
ピ
戦
前
ピ
比
較
す
る
吉
、
戦
前

に
勤
し
次
り
如
き
数
字
を
粛
す
の
で
あ
る
。

英
闘
(
一
九
一
二
年
を
一

ο
O
と
せ
ば
)
九
一

0
・七

仰
闘
関
(
一
丸
一
四
年
量
一

O
O
と
せ
ば
)

λ

一大・一

白
耳
義
(
一
九
一
三
年
を
一
O
O
と
せ
ば
)
大
九
一
ニ
ハ

伊
太
利
{
一
ー
丸
一
三
年
を
一

C
C
と
せ
ば
)
五
六
七
・
大

一一一ι一一ー一

か
(
τ
内
閣
僚
は
、

戦
後
に
於
て
は
戦
前
の
六
倍
乃

第
三
十
五
巻

O 
F、

噺
第
五
雄

四
O 

入

~fi 

入

後

f是

…一回

回・口昔
一・一一回・一三--E-

E
品
五

豆・一九
一・=晶

=
了
也
九

至
九
倍
に
上
っ
て
ゐ
る
が
、
夏
に
そ
の
内
容
に
於
て
も

可
な
・
り
の
挺
化
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
即
も
、
戟

前
に
比
し
確
定
会
債
の
割
合
が
減
少
し
た
事
ピ
内
岡
僚

の
他
に
外
閣
僚
が
増
加
し
た
事
ご
が
-

M

れ
で
ゐ
る
。

確
定
一
公
債
の
減
少
は
国
々
に
よ
h
越
を
回
調
に
し
て
ゐ

る
。
英
闘
に
て
は
、
そ
の
公
債
政
策
の
結
果

Z
L
て、

戦
前
九
七
%
な
h
一
[
確
定
公
偵
の
割
合
が
入
人
材
に
減

じ
た
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
仰
蘭
西
、

白
耳
義
、
伊
太
利
の
諸
闘
に
於
て
は
戦
前
九
二

l
九
五

4・嗣.... . ~ 



d

刊
な
b
し
確
定
会
債
が
一
九
二
五
年
に
は
六
人
|
六
九
一
及
び
賠
償
金
政
入
な
る
国
際
牧
入
勘
定
を
併
せ
考
ふ
ぺ

μ
に

減

じ

非

常

な

超

勤

を

示

し

て

ゐ

る

。

一

F
¥
雨
者
を
差
引
勘
定
す
る
事
に
よ
っ
て
始
め
て
財
政

外
偵
の
激
増
も
亦
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
一
上
に
於
り
る
異
的
図
際
股
支
勘
定
が
明
か
ぜ
な
る
誇
で

外
債
費
な
る
国
際
支
梯
勘
定
に
謝
し
て
は
.
外
債
牧
入
一
ゐ
る
。
第
三
表
が
そ
れ
で
あ
る
。

|太耳:胸
l利議問闘

1-----1 ~一一

第
一
↑
一
表

聯
A
ロ
闘
聞
の
債
務
支
抑
制
と
債
描
牧
入
制
と
の
比
較
表
(
職
前
。
百
高
腕
E
車
位
と
す
)

三j王手一三」

↓一九一五年

聯
合
闘
岡
山
債
務
支
抑
制

元 II I I元

円了|合

己

1 I笠|年|凶

年

入

一
「川

t

同
ト

一
一
室
年
一
室
訂
一
一
室
年

一早川一

A

一了、一一八一
ι

|
一
き
一
一
己
一
一
+

一

塁

一

=-z

=
一
夫
一
言
一
一
一
、
喜
一

債

牧

額

IJc 

宣

星通

師

三!里竺早ミlー

一品一邑年

一九円一一年

十醤

聯

同

ζごる

広
津
ヒ
直
川

-
一
}
昌
也
一
+
ユ
回
晶
一
十
三
九

完
一
十
七

n

守
一
+
皇
内

一
品
一
十
室
↓
+
孟

包
丁
寸
三
一
一
+
き

一
苔
二
十
一
三
一
九
一
+

回口也

き

然
し
此
方
面
の
財
政
統
計
は
決
し
て
正
確
な
も
の

Z

四

一
再
ム
事
を
得
な
い
。
蓋
し
賠
償
金
問
題
及
び
戦
偵
問
題
一
財
務
行
政
費
に
つ
い
で
注
目
す
ぺ
き
は
、
経
済
施
設

は
欧
測
の
政
局
の
推
移
に
件
。
勝
家
如
何
に
展
開
す
る
一
に
開
す
る
経
費
で
あ
る
。
第
四
表
は
経
済
施
設
費
の
内

か
は
会
〈
不
明
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
此
方
面
の
財
政
統
一
誇
を
示
し
て
ゐ
る
。

計
は
文
字
通
b
に
未
知
数
な
る
が
故
で
あ
る
。

一一 一」 一一 一一 一

雑
録

験
前
職
後
白
欧
洲
財
政

第
二
十
五
巷

O 
A 

第
五
肱

四

→ 1 ・...... " i、



雑
録

職
前
職
後
の
欧
捌
財
政

すと位翠を腕千前職

一

日

付

一

ヱ

出るむ占に檀量費設施済紐

農

鵡
商

業
商

船

私

設

鎖

措

私
設
航
虫
議

港

時

、

極

柄

、

道

路

其
他
山
交
泊

其

他

の

陸

海

施

設

計
工

経
済
施
設
費
比
較
器

闘

第
四
表

英ユリ晶、
45AU司

一、-尭
A

A
七九

七白、血且コ一

」

同口・
A

一

一
一
一
ニ
一

式
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一
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Z
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口
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回
、
山
一
也

一品口、]{]一

也
、
一
品
ニ回一

ロ
百
一
、
阿
国
註

g fq ユ
ロ ニ = ー ロ ユ 前四・・・・・'" ' "回一五一口口 九

山
剛}

 

前

一

職

-
石
、
口
一
五
一

回
、
さ
耳
一

点
己
、
一
一
コ
一

一一一山、一昔晶空
-
一

-一晶、
n

一望

一、口-一一一
五日晶口

吾
耳
、
車
M
R

側

A
・口

一・同
一世・屯

昌也・一
口・
D

Z
Z
・ヲ一

口・づ一
口・コ

一口口・口

画

後

-昼、↓一

4C

向、
{ZAh

-也、八一
-n

A
九、一也八九

三島、回一
U

九耳、口九一

耳、同一一。

一民、守山一一

一石
Z
、己完幽

8 式 ー 孟 己 三 六 " '-
D ー ニ A 八 八五ニ J語、 第

一
十
五
魯

白
職

職

回
、
且
一
二

-、A
E
ニ
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言
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第
四
表
を
見
る
吉
、
各
図

ω経
済
施
設
費
が
戦
前
Z

費
を
技
官
る
が
如
昔
、
そ
の
代
表
的

ωも
の
で
め
る
。

戦
後
Z
に
於
て
如
何
に
其
内
容
を
異
に
し
て
ゐ
る
か
が
備
蘭
西
に
於

τは
、
英
国
正
会
〈
越
を
異
に
し
、
殆

判

る

の

で

ゐ

る

。

ん

ど

凡

て

の

方

面

に

於

て

経

済

施

設

費

が

減

少

し

て

ゐ

経
済
施
設
費
会
館
に
つ
い
て
見
る
。
英
図
を
標
準
ご
品
。
農
業
に
於

τは
、
一
一
三
山
例
外
を
除
量
、
九

τ滅

す
れ
ば
、
戟
前
に
於

τ備
蘭
画
は
英
国

ω五
倍
、
伊
太
少
の
数
字
を
示
し
、
商
工
業
費
は
電
気
工
業
・
外
聞
貿

利
は
英
国
の
一
一
一
倍
の
経
済
施
設
費
を
支
腕
っ
て
ゐ
た
の
易
組
織
に
於

τ少
し
の
増
加
を
見
る
の
で
あ
る
。
商

で
あ
る
υ

然
る
に
、
戦
後
に
歪
ち
事
情
一
一
麗
し
、
英
岡
一
船
‘
割
払
設
繊
道
、
其
他
主
交
通
機
関
に
閲
す
る
経
曲
賞
は

の
経
務
施
設
費
は
戦
前
の
四
倍
古
な
b
、
裳
結
果
英
国
一
何
れ
も
減
退
し

τゐ
る
が
、
只
一
の
例
外
正
し
て
私
設

は

諸

園

の

何

れ

を

も

凌

い

で

ゐ

る

。

一

航

容

業

の

方

面

仁

於

τは
経
費
の
膨
脹
金
見
る
の
で
ゐ

英
図

ω経
済
施
設
費
は
、
私
設
鋪
道
に
属
す
る
も
の
一
る
。

を
除
き
、
何
れ
の
方
面
に
於

τも
激
増
し
て
ゐ
る
。
農

業
に
於
て
は
砂
糖
業
、
錫
輔
開
業
に
劃
す
る
補
助
金
の
増

加
を
挙
ャ
ぺ
・
'
¥
而
も
炭
鱗
業
へ
の
補
助
金
を
も
加

へ
る
吉
戦
後
の
数
字
に
莫
大
な
も
の
Z
な
る
。
然
し
戦

前
に
比

L
て
大
な
る
数
字
を
占
め
て
ゐ
る
の
は
、

Y
」う

云
っ
て
も
調
外
貿
易
振
興
に
閲
す
る
経
費
で
ゐ
る
。
戦

後
新
に
設
立
せ
ら
れ
し
り
毛
日
E
m
E
O町
。
〈
耳
目

E

F
包
ぬ
が
三
百
九
十
人
の
調
査
員
を
擁
し
、
海
外
貿
易

を
研
究
し
且
つ
有
名
な
る
出
版
物
を
ぬ
刊
せ
る
が
如

言
、
商
務
官
の
減
退
及
び
総
出
信
用
保
険
仁

E
額
の
経

雑
出品

職
前
職
後
白
欧
訓
財
政

白
耳
義
に
於

τは
、
殆
ん
ど
凡
て
の
経
済
施
設
設
は

岡
内
水
運
に
投
世
ら
れ
て
ゐ
る
。

伊
太
利
に

τは
農
業
及
び
商
般
業
の
奨
励
に
要
す
る

経
費
が
可
な
h
の
部
分
を
占
時
且
つ
増
加
し
た
の
で
あ

る
。
道
路
の
新
設
費
が
戦
前
の
四
倍
に
上
っ
た
の
も
注

目
す
べ
き
で
あ
る
o

之
に
反
L
私
設
錨
道
へ
の
補
助
金

は
三
分

ω
一
に
減
退
し
て
ゐ
る
。

亙

最
後
に
、
文
化
曲
賞
.
枇
曾
費
Z
戦
前
叩
に
基
〈
経
費
ど

を
一
瞥
し
た
い
γ

の
で
あ
る
。

第
二
十
五
経

一Oλ
五

第

E
蹴

一
回
三

一一……， ..... . . . ; 



験
前
職
後
白
献
洲
財
政

雑
錨

文
化
費
の
人
日
一
人
嘗
h
金
額
を
計
算
し
て
見
る
E

突
の
如
き
結
果
己
な
る
。

載
制
。
歳
計
に
よ
る
職
後
白
旗
計
に
よ
る

英

図

九

二

廊

一

四

ニ

ハ

廊

働

瑚

四

八

・

大

一

一

・

五

白

耳

義

六

・

ニ

λ
・七

骨

太

刺

一

一

一

・

六

五

二

一

一

勿
論
文
化
費
正
し

τ歳
計
に
計
上
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も

の
、
み
を
以

τ、
直
ち
仁
一
闘
の
文
化
施
設
を
断
定
す

る
事
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
数
育
制
度
一
其
他
の

文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
国
家
が
主
正
し
て
之
に
嘗
れ

る
も
の
も
ゐ
h
、
叉
私
的
園
憧
の
事
業
に
風
す
る
も
り

も
あ
り
、
闘
に
よ
り
著
し
き
相
遣
を
示
し
て
ゐ
る
炉
ら

で
あ
る
。
然
し
大
強
か
ら
云
っ
て
、
文
化
事
業
の
方
面

に
闘
家
が
進
出
し
て
来
た
事
は
、
各
岡
通
じ
て
無
鵡
す

る
を
得
な
い
戦
後
の
大
趨
勢
で
あ
る
。
そ
の
傾
向
の
最

も
著
し
き
は
英
闘
に
し
て
、
高
等
教
育
機
関
の
充
貨
に

専
ら
カ
を
注
い
で
ゐ
る
o
之
に
反
L
白
耳
義
‘
伊
太
利

は
血
T

み
初
等
教
育
に
童
、
き
を
置
い
て
ゐ
る
。
備
蘭
西
は

問
者
の
中
聞
を
歩
ん
で
ゐ
る
。
品
川
各
国
共
地
の
現
象

t

Lτ
専
門
致
育
の
藤
議
に
多
額
の
経
撲
を
投
じ

τゐ
る

1ー す 訓

第
二
十
五
巻

一O
A
六

第
宜
醐
師

四
回

の
は
注
目
す
ぺ
き
で
め
る
。

枇
曾
費
の
方
も
亦
預
算
面
の
敏
字
村
い
り
か
ら
は
結
論

を
下
し
難
い
の
で
あ
る
。
般
に
人
口
一
人
常
り
枇
曾
費

を
算
出
す
る
t
次
の
如
〈
で
あ
る
。

職
前
田
鹿
計
に
よ
る
職
後
白
歳
計
に
k
る

英

困

七

・

三

醐

一

九

・

大

廊

側

蘭

閥

五

・

一

三

・

凹

白

ヰ

義

=

一

・

二

七

・

ニ

骨

太

刺

0
・

式

一

・

O

英
闘
に
於
げ
る
枇
曾
費
の
増
加
は
、
そ
の
原
因
を
失

業
救
燐
費
正
、
疾
病
保
険
.
養
老
年
金
、
母
性
保
護
特

に
住
宅
施
設
に
要
す
る
経
費
日
原
因
を
求
め
る
事
が

出
来
る
Q

之
に
反
し
仰
蘭
西
に
於
て
は
、
老
人
擬
疾
者

救
漕
費

ω減
少
の
勉
め
に
枇
曾
費
は
減
じ

τゐ
る
の
で

あ
る
o

白
耳
義
に
於
工
は
、
働
蘭
西
正
は
逆
に
、
一
九

二
O
年
の
法
律
に
よ
り
老
人
滋
疾
者
救
済
の
焼
め
枇
曾

費
が
増
加
し
て
ゐ
る
。
伊
太
利
に
て
一
祉
曾
費
の
増
加
し

た
る
原
因
は
、
衛
生
施
設
の
掛
川
め
ご
且
つ
は
地
震
某
他

の
天
災
の
羅
災
者
を
扶
助
す
る
怨
め
に
経
費
を
要
L
た

か
ら
で
あ
る
。

文
化
費
枇
曾
品
質
も
戦
前
吉
戦
後
ご
に
於
て
其
内
容
を

ー有一一

.' .... ，.，'・



異
に
し
て
ゐ
る
が
、
最
後
に
注
意
す
吋
き
は
峨
守
に
基
表
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
戦
後
の
欧
洲
財
政
を
大
い
に

〈
経
設
で

b
ら
う
。
こ
の
経
費
占
切
手
、
戟
前
に
は
少
し
も
一
一
悩
ま
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

第
五
表
に
よ
っ
て
、
を
の

存
在
せ
争
、
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
始
め
て
溌
生
し
た
代
一
大
要
を
知
る
事
が
出
来
る
。

第
五
衰

職
皿
す
に
基
〈
縄
費
比
職
表
(
-
丸
-
一
五
年
現
在
)
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qu
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完
七

也

i g 
cコ

職
前
職
後
の
賦
淵
財
政

事
二
十
五
巻

一O
A
七

第
宜
鶴

-
四
五

雑
曲
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r， 

護

職
前
職
後
の
融
制
財
政

戦
晶
子
に
基
〈
経
費
以
、
各
国
仁
一
於

τそ
の
内
容
を
異

に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
英
岡
兵
ぴ
伊
太
利
に
て
は
重

心
が
年
金
及
び
扶
助
料
に
存
し
、
側
蘭
西
に
於
て
は
復

興
事
業
に
闘
し
私
人
に
奥
ふ
る
補
助
金
が
大
部
分
を
占

め
て
ゐ
る
。

穴

以
上
は
の

0
5
の
碗
究
の
紹
介
で
あ
る
。
彼
は
単
仁

財
政
統
計
の
闘
際
比
絞
り
理
論
セ
説
〈
に
止
ま
ら
守
、

真
に
準
ん
で
英
閥
、
仰
曲
剛
商
、

L

目
耳
義
、
伊
太
利
の
四

闘
に
つ
昔
戦
前
戦
後
の
現
賞
数
字
を
取
扱
ひ
以
て
戦
前

戦
後
の
欧
洲
財
政
の
統
計
的
研
究
を
試
み
花
の
で
あ

る
o
凡
ぞ
財
政
統
計
に
於

τは
、
租
枕
枚
入
纏
額
正
か

経
費
総
額
正
か
云
ふ
が
如
量
出

E
R
N各
ア
伊
-
研
究
す
る

Z
共
に
、
人
口

Z
か
国
民
所
得
ご
か
云
ふ
が
如
吉
岡
O
E

E
q
E
E
を
算
定
し
、

ζ

の
両
者
を
関
漣
せ
し
む
る
事

仁
よ
っ
て
始
め
て
共
目
的
を
達
す
る
事
が
出
来
る
の
で

ゐ
る
o

然

る

に

ヨ
Z
E
E
E
の
研
究
そ
れ
白
慢
が
巳

に
問
題
で
め
る
。
況
ん
や
・
そ
れ
仁
配
す
る
に
如
何
な

第
二
十
五
轡

]
回
大

日

0
λ
凡

俸
亙
棋

同
点
ロ
釦

4Mm

る
国
内
自
問
ω
E
E
h官
以
て
す
ぺ
き
や
、
真
に

目
巴
吉
田
日
ロ
沼
田
E

Z
の
関
係
を
如
何
に
解
耕
す
ぺ

き
か
芭
一
式
ム
問
題
ご
な
る
吉
、
の
oru
の
研
究
は
倫
未

成
日
開
た
る
の
域
を
脱
し
得
な
い
の
で
あ
る
o

然
し
、
従

来
は
皐
者
の
否
定
論
hr
或
は
賞
際
家
の
便
宜
数
字
で
終

始
し
て
ゐ
た
財
政
統
計

ω方
面
に
於
て
、
一
の
習
作
を

提
供
し
た
事
は
め

0
5
の
一
功
績
正
云
は
ね
ば
な
ら

ぬ。
要
す
る
に
、
。
。
日
日
の
研
究
は
習
作
で
あ
る
o

研
究

の
範
囲
を
車
に
閥
家

ω経
費
の
み
に
限
h
て
地
方
財
政

の
粧
品
賞
に
及
ぼ

3
v
b
し
が
如
き
、
欧
洲
の
四
闘
の
財

政
統
計
を
扱
ひ
な
が
ら
自
闘
の
狗
惑
を
研
究
せ

g
bし

が
如
き
.
そ
の
瑚
自
作
た
る
所
以
で
あ
る
。
願
は
〈
ば
、

か
、
る
珊
日
作
を
か
君
ね
る
事
仁
ょ
っ

τ世
界
財
政
統
計

の
畿
遣
を
は
か
り
、
以
て
戦
後
の
世
界
財
政
の
整
理
に

劉
し
客
観
的
標
準
芭
な
る
べ
き
材
料
を
供
し
花
V
も
の

で
あ
る
。
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